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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

夫
婦
で
共
に
歩
め
る
こ
と
が
喜
び
で
す
！

日
本
を
は
じ
め
、
世
界
各
地
か
ら
レ
ダ
基
地
を
訪
れ
る
人
々
が
必
ず

通
過
す
る
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
。
そ
こ
で
ほ
と
ん
ど

誰
も
が
、
ま
ず
始
め
に
お
世
話
に
な
る
の
が
、
中
井
重
幸
・
秀
子
、
ア

ス
ン
シ
オ
ン
事
務
局
長
夫
妻
で
す
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
国
際
空
港
の
到
着

ロ
ビ
ー
で
、
中
井
夫
妻
の
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、
安
堵
し
た
方
々
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
レ
ダ
か
ら
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
や
っ
て
来
た
人
々

も
、
夫
妻
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
思
い
や
り
が
深
く
、
仕
事
が
良
く
で
き

る
、
温
厚
な
お
し
ど
り
夫
婦
。
長
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

中
井
夫
妻
は
昨
年
末
、
一
時
帰
国
し
、
家
族
と
交
流
す
る
貴
重
な
時

間
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
一
月
十
四
日
、
成
田
を
発
ち
、
ア
ス
ン
シ

オ
ン
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
一
月
十
二
日
、
旅
の

準
備
に
忙
し
い
中
で
し
た
が
、
快
く
受
け
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

Ｑ
ア
ス
ン
シ
オ
ン
事
務
局
の
朝
は
、
ど
の
よ
う
に
始
ま
る
の
で
す
か
？

Ａ
五
時
か
ら
朝
礼
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
仕
事
の
準
備
等
を
始
め
ま
す
。

Ｑ
事
務
局
で
は
、
ど
ん
な
業
務
が
多
い
の
で
す
か
？

Ａ
資
材
の
調
達
、
故
障
品
の
修
理
手
配
、
各
地
と
の
連
絡
、
レ
ダ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
た
め
の
諸
機
関
や
役
所
と
の
調
整
、
会
計
な
ど
で
す
。

Ｑ
そ
の
中
で
、
私
た
ち
の
た
め
の
ア
テ
ン
ド
、
ビ
ザ
手
続
、
訪
問
先
や

病
院
へ
の
同
行
と
通
訳
、
旅
行
の
手
配
、
料
理
ま
で
も
す
る
の
で
す
ね
。

Ａ
あ
ま
り
に
多
忙
で
あ
っ
た
り
、
帰
る
の
が
遅
く
な
っ
た
り
し
て
、
皆

様
の
お
食
事
も
よ
く
準
備
で
き
な
い
と
き
な
ど
、
心
苦
し
く
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
二
年
半
前
に
家
内
が
日
本
か
ら
来
て
く
れ
て
か
ら
は
、
料
理

が
美
味
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
肉
じ
ゃ
が
、

豚
肉
生
姜
焼
き
、
し
ょ
う
ゆ
味
の
煮
物
な
ど
が
、
特
に
年
輩
の
方
々
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
！
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

Ｑ
赴
任
し
て
、
最
も
苦
心
さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

Ａ
私
は
レ
ダ
基
地
で
一
年
間
歩
ん
だ
後
、
二
〇
一
〇
年
十
月
に
ア
ス
ン

シ
オ
ン
事
務
局
に
来
て
、
前
任
者
の
佐
野
氏
か
ら
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
外
に
出
る
こ
と
の
多
い
私
に
と
っ
て
最
も
難
し
か
っ
た
こ
と
は
、

市
内
の
地
理
で
す
。
た
く
さ
ん
あ
る
通
り
の
名
に
規
則
性
は
な
く
、
さ

ら
に
一
方
通
行
の
通
り
が
多
い
の
で
、
覚
え
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
。

今
は
ス
マ
ホ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
使
え
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
で
、
特
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
レ
ダ
で
の
稚
魚
放
流
式
に
、
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
を
招
待
し
、
承
諾
を

受
け
た
時
で
す
。
大
統
領
官
邸
に
招
待
状
を
届
け
た
後
、(

次
面
に
続
く)

アスンシオン事務局長インタビュー特集

夫婦そろってレダ基地に初上陸。2017年4月5日

アスンシオンのabc新聞社を表敬訪問。2015年9月8日

真夜中に到着した第15回青年奉仕隊を空港に出迎える。

青年奉仕隊を率いて、世界自然遺産イグアスの滝へ。



（
前
面
よ
り
続
く
）
官
邸
の
秘
書
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

「
放
流
式
は
何
時
か
ら
で
す
か
？
」
私
は
心
を
躍
ら
せ
、

「
十
時
か
ら
で
す
」
と
答
え
る
と
、
「
大
統
領
は
早
朝
の
ミ

サ
に
行
か
れ
る
た
め
、
少
し
遅
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
の
こ
と
。
「
大
丈
夫
で

す
！
」
と
即
答
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
最
も
辛
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
長
年
私
た
ち
の
運
転
手
を
務
め
て
く
れ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ン
が
、
事
故
で
亡
く
な
っ
た
（
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
）

こ
と
で
す
。
私
は
レ
ダ
に
送
る
荷
物
を
彼
に
託
し
、
彼
は
出

発
の
前
の
晩
、
事
務
局
に
挨
拶
に
来
ま
し
た
。
そ
の
彼
を
送

り
出
し
た
の
が
私
で
す
。
事
故
の
直
後
、
「
大
怪
我
で
入
院

し
た
」
と
、
彼
の
奥
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
不
思

議
な
こ
と
に
、
同
乗
し
て
い
た
息
子
は
か
す
り
傷
一
つ
負
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
父
親
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
も
飛

行
場
ま
で
人
を
送
り
出
す
た
び
に
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
奥
様
は
料
理
も
ス
ペ
イ
ン
語
も
得
意
で
す
ね
。

Ａ
妻
は
薬
局
の
事
務
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
医
薬

品
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
各
地
か
ら
来
た
病
人
や

負
傷
者
を
病
院
に
連
れ
て
行
き
、
正
確
に
通
訳
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
来
れ
な
い
人
の
た
め
に
薬

を
買
っ
て
送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
私
に
は
難
し

い
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
日
本
に
滞
在
中
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
私
た
ち
に
は
子
供
が
四
人
い
ま
す
が
、
三
人
は
日
本
で
家

庭
を
持
ち
、
末
の
子
も
最
近
ア
メ
リ
カ
で
家
庭
を
出
発
し
ま

し
た
。
今
、
孫
が
三
人
い
ま
す
。
家
族
や
親
戚
と
直
に
会
っ

て
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

特
に
今
回
は
私
の
母
が
、
世
界
中
で
私
た
ち
が
進
め
て
い
る

活
動
を
よ
く
理
解
し
、
喜
ん
で
賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｑ
レ
ダ
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
抱
負
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
若
い
人
々
の
力
が
必
要
で
す
。
創
造
力
に
富
ん
だ
人
、
機

敏
に
動
け
る
人
、
Ｉ
Ｔ
と
親
和
性
の
あ
る
人
、
新
鮮
な
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
せ
る
人
な
ど
。
特
に
こ
の
一
、
二
年
で
、
そ

れ
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
若
者
た
ち
が
来
れ

る
よ
う
に
、
そ
し
て
来
て
く
れ
た
ら
存
分
に
活
動
で
き
る
よ

う
に
、
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
私
た
ち
も
、
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今レダ基地では

諏訪君が送ってくれた、レティロの風景(豚の放牧地がある)。1月9日

養殖池にいた90cmのジャウーを持つ米田君。

青年たちの歓迎と誕生祝いのケーキ。1月11日

五星ホテルにパクーを販売する岩澤氏とシスト氏。

円香さんが魚肉加工を説明。1月11日

岩澤さん母子とカピバラ。12月8日

豚を世話する諏訪君。12月19日

諏訪君がレティロの小屋に宿泊。



ま
ず
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
・
ド
ク
チ
ョ
ウ
亜
科
２
種
。

幼
虫
時
代
に
有
毒
成
分
を
含
む
食
草
で
成
長
し
、
体

内
に
毒
物
を
蓄
積
す
る
。
こ
の
蝶
を
鳥
が
捕
食
す
る

と
毒
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
で
、
二
度
と
同
じ
ド
ク
チ
ョ

ウ
は
食
べ
な
く
な
り
、
そ
の
学
習
効
果
が
あ
る
程
度

仲
間
の
鳥
た
ち
に
も
伝
わ
る
と
い
う
。
ド
ク
ガ
と
異

な
り
、
触
れ
る
だ
け
な
ら
問
題
な
い
の
で
、
仲
良
く

し
て
欲
し
い
。
右
上
の
種
は
力
強
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
飛
び
、
右
下
の
種
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
優
雅
に
飛
ぶ
。

シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
の
蝶
は
、
明
る
い
白
や
黄
。
少
数
が
テ
フ

テ
フ
と
の
ど
か
に
飛
ぶ
様
は
、
日
本
の
春
の
情
景
に
通
じ
る
。

し
か
し
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で
は
、
あ
る
日
突
然
に
大
集
団
が
出

現
し
、
数
日
後
に
忽
然
と
消
え
去
る
と
い
う
現
象
が
あ
る
。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
の
仲
間
は
小
型
で
、
ピ
ュ
ー
ッ
と
ツ
バ

メ
の
よ
う
に
飛
ぶ
。
翅
の
装
い
は
概
し
て
地
味
だ
が
、
体
の

サ
イ
ズ
に
比
し
て
大
き
な
複
眼
が
、
つ
ぶ
ら
で
可
愛
ら
し
い
。

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
蝶
の
ほ
と
ん
ど
が
、
残
念
に
も
筆
者

に
と
っ
て
未
同
定(

種
名
が
未
確
認)

で
あ
る
。
左
に
掲
げ
た

二
種
は
個
体
数
も
多
い
の
で
、
い
ず
れ
種
名
が
判
る
と
思
う
。

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
・
モ
ル
フ
ォ
チ
ョ
ウ
亜
科
の
イ
リ
オ
ネ

ウ
ス
フ
ク
ロ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
き
く
、

翅
の
表
側
に
は
灰
色
が
か
っ
た
青
紫
色
が
見
ら
れ
る
。
夜
行

性
で
、
夜
明
け
前
な
ど
に
壁
に
と
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
容

易
に
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
探
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
蝶
の
成
虫
写
真
だ
け
し
か
紹
介
で
き
な
い
が
、

卵
、
幼
虫
、
蛹
、
食
草
、
羽
化
の
し
か
た
な
ど
、
観
察
の
時

間
が
取
れ
れ
ば
、
興
味
深
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

生
き
も
の
た
ち
の
楽
園
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
。
生
物
を
愛
す
る

人
は
、
休
日
に
屋
外
に

出
る
だ
け
で
至
福
の
ひ

と
時
を
得
る
だ
ろ
う
。

さ
て
最
後
に
筆
者
の

個
人
的
見
解
だ
が
、
蝶

は
翅
が
美
し
く
、
蛾
は

顔
が
可
愛
ら
し
い
。
あ

な
た
な
ら
、
ど
ち
ら
の

賜
物
に
よ
り
強
く
憧
れ

る
だ
ろ
う
か
？(

小
田
記)

パンタナールの生きものたちと出会って（13）

昆
虫
の
宝
庫
へ
行
こ
う
！(

３)

第
三
回
は
、
蝶
を
紹
介
し
よ
う
。
昆
虫
の
宝
庫
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
を
訪
れ
た
と
き
、
ま
ず
初
め
に
目
に
つ

き
や
す
い
虫
は
、
蝶
と
蛾
だ
ろ
う
。
両
者
は
共
に
鱗

翅
目
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
幾
つ
か
の
科
に
属
す

る
種
は
蝶
と
呼
ば
れ
、
圧
倒
的
大
多
数
で
あ
る
残
り

は
蛾
と
呼
ば
れ
る
。
蝶
と
蛾
の
間
に
、
学
問
上
の
区

分
は
な
い
。
と
は
い
え
、
漢
字
圏
、
英
語
圏
、
西
語

圏
な
ど
の
住
民
に
と
っ
て
、
蝶
と
蛾
は
感
覚
的
に
区

別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
蝶
」
と
言
う
語
を
便
宜
的

に
用
い
る
が
、
必
ず
し
も
科
学
的
な
用
法
で
は
な
い
。

Ascia monuste
ミナミシロチョウ

Phoebis philea
ベニモンオオキチョウ

Agraulis vanillae
ヒョウモンドクチョウ

Dryadula phaedusa
オビモンドクチョウ

テレウスオナガセセリ

コヒゲセセリ

Phoebis sennae
ワタリオオキチョウ

交尾態のカシウスカ
クモンシジミ

Libytheana carinenta
アメリカテングチョウ

Anartia jatrophae
ウスベニタテハ

フトオビミツボシタテハ♀タテハチョウ科の未同定種

Caligo illioneus
イリオネウスフクロウチョウ

セセリチョウ科未同定アゲハチョウ科の未同定種

アゲハチョウ科の未同定種
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ご案内いたします。
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南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
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第
二
十
四
回
環
境
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

地
球
規
模
で
の
豪
雨
や
大
風
、
地
震
や
火
山
噴
火
、
山
火

事
等
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
既
存
の
科
学
に
よ

る
予
想
を
超
え
た
異
常
気
象
は
、
地
球
の
生
態
系
と
人
類
の

文
明
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
猛
烈
な
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
山
本
良
一
先
生
の
提
言
は
、

深
刻
な
温
暖
化
地
獄
へ
の
切
実
で
果
敢
な
挑
戦
で
す
。

日
時：

三
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら

会
場：

川
崎
市
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

講
師：

山
本
良
一
先
生
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
、
工
学
博
士

テ
ー
マ：

「
最
近
の
極
端
な
気

象
」
|
地
球
温
暖
化
と
の
戦
闘

状
況
|

[

著
書
紹
介]

「
地
球
を
救
う
エ

コ
マ
テ
リ
ア
ル
革
命
」
「
１
秒

の
世
界
」
「
１
秒
の
世
界
２
」

「
世
界
を
変
え
る
お
金
の
使
い

方
」
「
気
候
変
動
＋
２
℃
」

「
温
暖
化
地
獄
」
「
温
暖
化
地

獄V
e
r
.
2

」
「
残
さ
れ
た
時
間
」

「
地
球
温
暖
化
へ
の
三
つ
の
選
択
」
「
未
来
を
拓
く
エ
シ
カ

ル
購
入
」
「
宇
宙
船
地
球
号
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
等
。

参
加
申
し
込
み：
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
、
下
記
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

主
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

『
私
た
ち
は
〝
地
球
温
暖
化
地
獄
〟
の
入
り
口
を
す
で
に
入
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
認
め
て
、
そ
こ
か
ら
の
脱

出
に
全
力
で
収
り
組
む
べ
き
と
き
が
来
た
と
思
う
。

仏
教
に
お
け
る
地
獄
と
地
球
温
暖
化
地
獄
は
、
い
ず
れ
も
因

果
応
報
に
よ
り
地
獄
に
陥
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
球
温
暖
化
地
獄
の
場
合
に
は
先
進
国
の
放
出
す
る
大
量
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
影
響
が
社
会
的
弱
者
や
人
類
以
外
の
生
物
種
に

過
酷
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
〇
〇
〇
年
以
上
後
世
の
世
代
に
も

そ
の
影
響
が
及
ぶ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
仏
教
に
お
け
る
地
獄

よ
り
も
著
し
く
不
公
正
で
あ
り
、
悲
惨
で
あ
る
。
』
（
「
温
暖
化

地
獄
|
脱
出
の
シ
ナ
リ
オ
」
よ
り
引
用
）

お便り募集

第
十
九
回
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

本
年
最
初
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ

イ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
、

先
回
と
同
じ
セ
ン
タ
ー
棟
四
階
で
す
。

日
時：

四
月
二
十
七
日
（
土
）
十
時
受
付
、
五
時
終
了
予
定

会
場：

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
四
階(

小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
七
分
、
ま
た
は

渋
谷
駅
西
口
40
番
乗
場
バ
ス
代
々
木
五
丁
目
下
車)

参
加
費：

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。(

応
募

用
紙
の
請
求
も
同
事
務
局
へ)

共
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

地
球
の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思
想
と
レ
ダ
開
発
」
講
師：

柴
沼
邦
彦=

当
法
人
理
事

●
「
レ
ダ
と
日
本
に
お
け
る
植
樹
活
動
」
講
師：

高
津
啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
緑
を
守
る
会
代
表
理
事

●
レ
ポ
ー
タ
ー：

レ
ダ
基
地
か
ら
最
近
一
時
帰
国
を
し
た
人

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

国立オリンピック記念青少年総合センター

バス通りから入り、この小壁のわきの階段を上る。

ルリタテハ


